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企業の例を挙げ、世界的に必要とされる商品を生み出していくことが地域活性化につなが
ることを指摘した。 
 ディスカッションのまとめとして、森永氏は、文化の蓄積があり東京に比べて物価も安
く住みやすい関西は新しい発想を生み出していくことで世界の中心になっていく力を有し
ていることを強調した。佐藤氏は、新しいモノづくり産業、ツーリズム産業、ライフサイ
エンス産業の三つを地域経済の牽引役とする大阪商工会議所の取り組みを紹介した。蛭川
教授は、失敗してもやり直すことに寛容なアメリカ社会を見習うことが必要であるとした。
八木学部長は、関西の持つ可能性を生かすために、人、モノ、カネを結び付ける枠組みと
して関西全体の経済圏を作ることが有益であるとした。特に人の面では知的な能力を育成
しながら皆が参加できる環境を整えることが重要であり、その点で大学は大きな役割を担
っており、摂南大学も関西経済だけでなく日本経済の活性化に向け努力していきたいと述
べた。 
 最後に森永氏に対し、本学部学生から花束の贈呈、京阪電気鉄道から記念品贈呈が行わ
れ、シンポジウムは盛況のうちに無事終了した。 
 なお、本シンポジウムの模様は2010年10月 9日付の日本経済新聞朝刊大阪本社版に掲
載された。 
（文責：紀要編集委員会） 
 
